
地域の未来を築く
「事業承継エコシステム」

～ 事業承継アンケートを踏まえた信用保証協会の取組み ～

令和5年12月20日(水) 14：00～

総務企画部長 猪谷浩之

R5.12.20_北陸財務局主催 事業承継支援 ～ 多様な事業承継支援を考える ～



私たち 信用保証協会は…

金融支援と経営支援で
地域密着型の事業者支援を行う公的機関です

石川で、
はたらく人のために、
はたらく。
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【本日、ご説明させていただきたいこと】

１．事業承継アンケートの結果
・「アンケート実施」の背景と目的
・「アンケート結果」のインパクト

２．アンケートを踏まえての取組み
・「事業継続・承継サポート事業」の策定
・「アンケート結果」のフィードバック

３．事業承継エコシステム※の構築
・地域における信用保証協会の位置づけ
・地域金融機関、支援機関、士業等と共に競争から共創へ

※「エコシステム」とは？
・本来、エコシステム（生態系）は、生物や植物の分野で用いられる用語ですが、経済やビジネスにおけ

るエコシステムは、ビジネス・事業において企業間でパートナーシップを結び、それぞれの企業が持つ
技術や知識といった強みを活かしながら、共存共栄を図る仕組みのことを指します。
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１-1．事業承継アンケート実施の背景と目的

【高度成長時代 → 人口増加前提モデル】 【ＶＵＣＡ時代 → 人口減少対応モデル】

経済成長 地域経済の維持

生産年齢人口 生産年齢人口

人口増加の右肩上がり経
済の時代は、主に資金繰
り支援業務で、役割を果
たせていたもの

人口減少で、生産力・購
買力とも低下の時代に入
り、経営支援業務も追加
（H30/4：法改正）

資金繰り支援に加え、
本業支援が必要

信用力を補完する円滑
な資金供給が必要

（1）地域経済の環境変化と信用保証協会の役割

（2）コロナ発生に伴うゼロゼロ融資の実施と返済本格化

【ゼロゼロ融資の保証利用（業種別）】 【ゼロゼロ融資の保証利用（据置期間】
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【企業者別返済開始年度】

無利子期間

ゼロゼロ融資利用先数
9,789先（Ｒ3/3末承諾ベース）

↓
元金返済の3年据置先数
4,956先（全体の51％）

↓
Ｒ2年当時は3年程度で

コロナ収束を想定
↓

物価高、人件費高騰が顕在化
↓

Ｒ5年ゼロゼロ融資の返済本格化
↓

事業継続マインドが最大リスク
Ｒ4/10：事業承継アンケート実施

不可逆的な人口減少
Ｈ24/10：116万人⇒Ｒ4/10：111万人

↓
生産力・購買力とも低下

↓
事業所減少の加速

Ｈ29/6：40,430社→Ｒ4/6：33,135社

↓
地域の活力低下

↓
事業承継が重点課題

的確な施策が重要
↓

事業承継に係る実態把握
Ｒ4/10：事業承継アンケート実施

金利負担・
元金返済で
過剰債務を

再認識

【信用保証協会の役割】
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１-2．事業承継アンケートの概要

【アンケートのポイント】
保証利用14,054先の4割弱（5,422先）が

「60歳以上（事業承継要準備）」の経営者様
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１-3．事業承継アンケート結果のインパクト

【結果のインパクト】
60歳以上の経営者様1,266人の

約3分の1（413先）が

「自分の代で廃業」と回答
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１-4．事業承継アンケート結果による課題
【結果に基づく課題】

引継ぎ意思有り
→ 金銭面（借入金返済←収益アップ）

引継ぎ意思無し
→ 後継者面（マッチング等解決手法の認知）
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２-1．「事業継続・承継サポート事業」の策定

事業価値（収支面）
対策着手（時間軸）
マトリックス整理

↓
令和5年に入り

経営者の病気、死亡に
よる廃業事故割合増加

↓
アンケート結果から

潜在的廃業決意先への
直接アプローチ（ＤＭ）

↓
三大課題の解決法

認知度向上（専門家派遣）
↓

経営支援によるP/L改善
伴走支援による後押し

↓
地域における
総力戦連携

（相互補完）
↓

事業者様の
マインドチェンジ

（事業継続・承継）
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２-2．アンケート結果のフィードバック（ＤＭ送付）

自分の代で廃業決意先の
心理状態は？

↓
自分一人、1社くらい

廃業しても影響は少ない
↓

アンケート結果の
フィードバック

5,361先へDM送付
↓

自分の同世代の
3社に1社が消失した

地域をイメージ
↓

培われた技術
親しまれた味

地域に必要とされている
メッセージ

↓
過剰債務
収支改善
後継者難

課題解決策の提案
↓

DM送付53先から
相談依頼あり

↓
事業者様の

マインドチェンジ
（事業継続・承継）



国・地方自治体

中小企業・小規模事業者 地域金融機関

信用保証協会
金融支援・経営支援

支援機関・商工団体・士業等

産業政策

参考：金融庁資料より

地域社会

共通価値の創造

上記は、金融庁が作成した地域における信用保証協会の位置づけを表した図です。

信用保証協会は『地域におけるハブ機能』を最大限に活かし、地域の関係機関との連携を深め、

地域総力戦の覚悟をもって、地域の課題解決に努めます。

３-1．地域における信用保証協会の位置づけ

「組織」も
「人」も

地域に密着
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競争から 共創へ地域金融
地域の中小企業を支えている

地域金融機関（地方銀行・信用金庫等）

支援機関（商工会議所・商工会・活性化協議会等）

士業（税理士・弁護士・中小企業診断士等）

行政機関（財務局・経産局・県・市町等）

信用保証協会《金融支援＆経営支援》

中小企業
小規模事業者

地域の生活インフラ、
社会インフラを支える存在

人口減少、VUCA時代においては、地域の事業者を支える機関が、共通認識を持ち、
相互補完関係を更に深化させ、地域の未来を築く事業者を支えていくことが重要となります。
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３-2．事業承継エコシステムの重要性

各組織が
役割を果たす

強みを発揮する

各組織が
多面的に

連携・共創する



私たち石川県信用保証協会は明日をひらく中小企業とともに歩み

「信用保証」により

企業の成長と繁栄をサポートし、地域経済の発展につくします

ご清聴ありがとうございました


